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1月 27日（日） 中部ふれあいセンターに於いて、平成 20年

度通常総会が開催されました。議案審議では、平成 19年度

事業報告、事業収支決算、会計監査報告及び平成 20 年度

事業方針、事業計画、事業収支予算が示され、いずれも承

認されました。 

 

 

 

 

 

今夏、富里市内に発生するヘイケボタルの定点

観測を下記のとおり計画しています。会員の皆さ

んのご協力を是非お願い致します。 

➣調査期間：6月下旬～8月下旬、週 1回程度 

➣調査場所：定点観測地（数ヶ所）を選考中 

➣調査方法：理事 1名を含む 3、4人で巡回 

➣収集ﾃﾞﾞｰﾀ：発生地・発生数・天候 etc. 

➣応募方法：各理事又は理事長（草野）迄ご連絡

下さい。 

 

講演会に先立ち、立花廣介理事より、「富里のホタルと発生

状況」について報告がありました。昨年夏に確認する事が出

来たホタルの発生地（30 ヶ所以上）を富里市の地図上に示

し、発生場所の傾向などについて説明しました。出席者の中

には、身近にホタルの発生する場所が数多くある事を知り、

驚いている方もいるようでした。 

通常総会の後、「生物多様性と富里の自然」と題して、

中村俊彦氏（千葉県立中央博物館副館長）の講演が行わ

れました。豊富な資料、イラストなどによって、千葉県の置

かれた自然環境の多面性が世界的に見ても特異である

事、富里の自然は台地と谷津の存在によって、とても豊か

である事が示されました。それらを元にして、さまざまな生

物が共存できる環境を持ち続けて行く事が、生活環境の

みならず、人間形成にも有効で、ひいては豊かな社会にな

って行くと言うお話しでした。「生物多様性ちば県戦略」の

中心的メンバーである中村先生のお話は、私達のホタル

に関わる小さな活動も環境保護活動の中で多くのつなが

りがあり、大いに意義のある活動だと心強く思いました。 

新たな事業年度（1月 1日～12月 31日）がスタート。早速、ホタル案内板や広報用パンフレットの

製作に着手します。会員の皆さんと協働して事業を展開して行きましょう。 

■ ホタル発生地の環境整備事業 

➣ホタル発生地の草刈り作業 

➣天神谷津休耕田での田植え作業 

■ ホタル等の保護育成事業 

➣ ホタル発生地の視察研修  

➣ホタル観察会の実施 

➣ホタル発生状況の環境調査の計画的実施 

■ 自然環境保護思想の啓発事業 

➣富里中央公園へのホタル案内板の設置 

➣広報用パンフレットの製作配布 

➣会報「NPO富里のホタル」の発行 

平平成成２２００年年度度事事業業計計画画  

埼玉県飯能市名栗渓谷 

観察対象：ゲンジボタル 

日程：７月７日～８日（１泊２日） 

出発：７日午前８時（予定） 

帰着：８日午後５時（予定） 

集合場所：富里中央公民館前 

会費：１９,５００円（夕食・朝食付き） 

宿泊：名栗温泉大松閣☎042-979-0505 

➣料理が評判の歴史ある老舗旅館、常

連客が多く訪れます 

➣ホタル発生地と連携している旅館です 

➣応募多数の場合は、会員、その家族

及び友人を優先して募集致します 

講講演演会会開開催催  

第第１１回回通通常常総総会会開開催催  

富里中央公園 

冬の天神谷津 
2008.2.10撮影 

会員募集 

ホタル調査員募集 

議案審議に先立ち、来賓の相川市長、八千

代市ほたるの里実行委員会会長の加藤賢三

氏より、私たちの今後の活動への期待を込め

たご挨拶を頂きました。 

 

 

 

お陰さまで現在、正会員が 55名になりました。 

NPO 富里のホタルは、中央公園や谷津田にホ

タル発生のための自然環境保護活動を推進し

ます。この趣旨に賛同される多くの会員を募集

しています。 

≪連絡先≫ 

NPO法人 NPO 富里のホタル 

理事長 草野孝江 ☎0476-92-4636 

 

中村先生の求めに応じコメント 

する根木名小学校の梅里先生 


